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伊
藤
忠
兵
衛
家
の
本
部
制
度
と
事
務
章
程

宇
佐
美
英
機

は
じ
め
に

　

伊
藤
忠
兵
衛
家
に
よ
る
事
業
経
営
の
沿
革
を
創
業
期
か
ら
た
ど
る
時
、
そ
の
経

営
形
態
や
組
織
の
変
容
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
画
期
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
初

代
忠
兵
衛
（
天
保
十
三
年
〈
一
八
四
二
〉
|
明
治
三
十
六
年
〈
一
九
〇
三
〉）
が
当

主
で
あ
っ
た
時
期
で
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
創
業
後
に
お
い
て
も
兄
長

兵
衛
と
の
間
で
利
益
折
半
（
元
治
一
年
〈
一
八
六
四
〉）
や
身
上
一
致
（
慶
応
三
年

〈
一
八
六
七
〉）
の
経
営
を
行
っ
た
こ
と
、
得
意
場
の
分
割
・
譲
渡
（
明
治
三
・
四
年

〈
一
八
七
〇
・
七
一
〉）を
経
て
独
立（
１
）し

、明
治
五
年
に
大
阪
で
呉
服
太
物
卸
商
「
紅
忠
」

を
開
店
し
た
こ
と
、
明
治
三
十
六
年
に
没
す
る
ま
で
に
複
数
の
事
業
店
を
開
設
し
た

こ
と
、
あ
る
い
は
店
法
を
制
定
し
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
も
の
経
営
上
の
画
期
を
措

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
二
代
忠
兵
衛
（
一
八
八
六
|
一
九
七
三
）
が
父
の
没
後
に
事
業
経
営
の
指

揮
に
当
た
っ
て
い
た
期
間
に
お
い
て
も
、
個
人
商
店
か
ら
本
部
制
の
導
入
、
合
名
会

社
化
と
そ
の
下
で
二
つ
の
株
式
会
社
の
創
設
、
そ
の
後
に
お
け
る
株
式
会
社
の
分
離

や
合
併
・
統
合
を
実
行
し
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
二
月
に
忠
兵
衛
は
社
長

を
退
任
し
経
営
の
第
一
線
を
離
れ
た
。
そ
れ
ま
で
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
大
建
産
業

（
株
）
は
四
社
分
割
さ
れ
、
同
二
十
四
年
十
二
月
に
至
り
新
た
に
伊
藤
忠
商
事
・
丸

紅
・
尼
崎
製
釘
所
、
翌
年
三
月
に
呉
羽
紡
績
が
発
足
す
る
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
親
子
の
事
業
経
営
の
沿
革
の
概
要
は
、
伊
藤
忠
商
事
（
株
）
の
社
史
『
伊

藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』（
一
九
六
九
年
）
や
丸
紅
（
株
）
の
社
史
『
丸
紅
前
史
』

（
一
九
七
七
年
）『
丸
紅
通
史
』（
二
〇
〇
八
年
）、
あ
る
い
は
（
株
）
丸
紅
商
店
の

一
〇
周
年
記
念
誌
『
丸
紅
商
店
之
沿
革
』（
一
九
三
一
年
）
な
ど
の
社
史
類
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
文
献
に
は
限
ら
れ
た
史
料
し
か
収
録
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
経
営
の
変
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
明
治
四
十
一
年
七
月
に
二
代
忠
兵
衛
が
伊
藤
忠
兵
衛
本
部
制
を
導
入
し

た
際
の
経
営
の
変
化
に
つ
い
て
若
干
触
れ
る
と
と
も
に
、
同
時
期
に
制
定
さ
れ
た

「
本
部
事
務
章
程
」
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
史
料
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
伊
藤
家
に
お
け
る
本
部
制

の
導
入
は
そ
の
後
の
法
人
化
へ
と
つ
な
が
る
前
段
階
の
組
織
改
革
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
に
改
定
さ

れ
た
店
法
原
本
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
営
組
織
の
改
変
や
業
務
の
総

体
を
知
る
上
で
は
よ
り
有
益
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
な
に
ぶ
ん
全
文

を
翻
刻
す
る
だ
け
の
紙
幅
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
る

こ
と
と
し
、
本
部
事
務
に
関
す
る
規
定
を
翻
刻
す
る
に
と
ど
め
る
。
た
だ
、
こ
の
事

務
章
程
の
条
文
に
は
依
拠
す
る
改
定
店
法
の
条
文
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
補
足
し
て
論
述
す
る
。

一
　
伊
藤
忠
兵
衛
本
部
制
導
入
に
よ
る
変
化
の
一
斑

　

伊
藤
忠
兵
衛
本
部
制
は
、
明
治
四
十
一
年
七
月
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当

時
の
伊
藤
家
に
よ
る
事
業
店
（
本
店
・
京
店
・
西
店
・
染
工
場
）
お
よ
び
伊
藤
糸
店

を
統
合
し
、
本
部
が
各
店
の
基
本
方
針
を
定
め
業
務
を
統
括
し
よ
う
と
意
図
し
た
も

伊
藤
忠
兵
衛
家
の
本
部
制
度
と
事
務
章
程
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の
で
あ
る
。『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』
で
は
、「
初
代
忠
兵
衛
ガ　

明
治
５
年　

大

阪
本
町
ニ
開
店
シ
テ　

以
来
ノ
組
織
上　

画
期
的
ナ　

改
革
デ　

ア
ッ
タ
」（
四
一

頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
代
忠
兵
衛
は
本
部
制
を
導
入
し
た
理
由
に
つ

い
て
、
後
世
、『
伊
藤
忠
兵
衛
翁
回
想
録
』
で
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る（
２
）。

　

す
な
わ
ち
、
長
姉
伊
藤
と
き
家
の
事
業
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
伊
藤
糸
店
（
明

治
二
十
六
年
開
店
）
は
、
当
時
綿
糸
布
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
中
国
市
場
と
の
取

引
を
伴
う
た
め
経
営
上
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
長
姉
と
幼
年
の
息
子
孝
太
良
で
は
経
営

を
維
持
す
る
の
が
困
難
だ
と
判
断
し
、
自
ら
の
管
掌
下
に
置
く
こ
と
と
し
、
ま
た
次

姉
こ
う
と
そ
の
夫
で
あ
る
忠
三
へ
の
財
産
と
事
業
の
分
割
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
す
べ
て
の
店
を
統
合
す
る
べ
く
近
親
者
、
亡
父
の
友
人
、
首
脳
店
員
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
賛
成
を
得
た
の
で
、
四
十
一
年
を
期
し
て
一
家
の
掟
を
作
り
、
そ
れ
を
元
に

本
部
制
を
導
入
し
合
名
会
社
の
よ
う
な
制
度
と
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

他
方
『
丸
紅
前
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
業
統
一
を
主
唱
し
た
の
は
伊
藤
竹
之
助

で
あ
っ
た
（
四
六
頁
）。
彼
は
前
年
七
月
に
長
姉
家
に
入
籍
し
、
と
き
の
娘
ふ
き
と

結
婚
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
代
忠
兵
衛
に
と
っ
て
は
義
理
の
甥
に
あ
た
る
が
、
滋
賀

県
立
商
業
学
校
で
は
竹
之
助
が
先
輩
に
あ
た
り
、
ま
た
明
治
三
十
三
年
に
伊
藤
本
店

に
入
店
し
て
い
た
社
員
で
あ
っ
た
。『
回
想
録
』で
忠
兵
衛
は
「
ワ
ガ　

パ
ー
ト
ナ
ー

　

伊
藤
竹
之
助
」
と
し
て
長
文
の
思
い
出
を
記
し
て
い
る
（
一
五
七
～
一
六
三
頁
）。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
伊
藤
忠
兵
衛
本
部
は
、
忠
兵
衛
・
忠
三
・
竹
之
助
を
無
限
責
任

社
員
と
し
、
三
人
の
合
資
に
よ
り
合
議
制
で
運
営
さ
れ
る
組
織
と
さ
れ
た
。
こ
の
組

織
は
、三
井
合
名
会
社
に
倣
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（『
丸
紅
前
史
』
四
六
～
四
七
頁
）。

　

さ
て
、
忠
兵
衛
が
先
に
言
う
「
一
家
の
掟
」
と
は
、
同
年
七
月
一
日
付
け
で
制
定

さ
れ
た
「
伊
藤
家
店
法
」
を
指
す
の
か
他
に
「
家
の
掟
」
が
作
成
さ
れ
た
の
か
判
然

と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
伊
藤
家
店
法
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
事
業
経
営
に
お
い

て
基
本
的
な
店
法
で
あ
っ
た
「
伊
藤
本
店
々
法
則
」を
改
定
し
た
も
の
で
あ
る（
３
）。「
伊

藤
家
店
法
」
は
全
一
八
章
一
七
六
条
に
わ
た
り
詳
細
な
条
文
が
規
定
さ
れ
、「
本
家
」

に
よ
る
二
〇
条
の
「
別
家
規
定
」
も
付
随
し
て
い
る（
４
）。

二
代
忠
兵
衛
は
、
店
法
冒
頭

の
「
店
法
改
定
趣
意
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

我
店
法
の
創
定
は
去
ぬ
る
二
十
六
年
の
事
に
属
し
、
未
だ
以
て
多
く
の
星
霜
を

閲
し
た
り
と
云
ふ
に
あ
ら
ね
ど
、
時
勢
の
変
遷
、
業
務
の
拡
大
、
店
員
の
増
加

に
連
れ
て
、
最
早
旧
章
を
以
て
し
て
は
、
其
運
用
の
上
ニ
多
大
の
支
障
を
来
し
、

是
が
補
削
修
訂
の
必
要
を
感
じ
た
れ
バ
、
我
は
先
考
の
遺
訓
を
体
し
て
永
年
不

文
の
間
に
行
ひ
来
り
た
る
事
、
或
は
時
代
の
切
実
な
る
要
求
を
捉
へ
て
具
体
的

に
条
章
に
綴
り
、
店
員
諸
氏
を
し
て
其
拠
る
所
を
知
ら
し
め
、
相
倶
に
安
ん
じ

て
其
業
に
勤
ま
し
ま（
珩
）し
め
ん
と
欲
し
、
重
役
の
諮
詢
を
経
て
茲
に
之
を
施
行
す

る
所
以
な
り

抑
も
、
本
家
ハ
伊
藤
家
の
本
源
に
し
て
一
家
一
族
を
総
攬
す
る
も
の
な
れ
バ
、

我
は
店
員
諸
子
を
待
つ
に
真
に
親
子
相
愛
の
情
誼
を
以
て
し
、
永
く
其
徳
を
全

ふ
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
に
し
て
、
今
回
特
に
設
け
た
る
本
部
の
如
き
は
、

我
事
業
を
し
て
益
昌
大
に
愈
敏
活
に
運
用
せ
ん
と
す
る
の
趣
旨
に
外
な
ら
ず
、

例
へ
ば
本
部
は
諸
子
の
勇
壮
な
る
戦
場
の
都
督
に
し
て
、
本
家
は
諸
子
の
美
は

し
き
名
誉
を
犒
ふ
後
援
と
も
謂
フ
べ
く
、
我
は
深
く
忠
実
な
る
諸
子
を
徳
と
し

居
る
も
の
な
れ
バ
、
諸
子
も
亦
我
一
家
の
為
め
に
其
熱
誠
を
必
ず
や
惜
む
事
な

か
ら
ん
、
斯
く
し
て
雨
は
如
何
に
時
を
悩
す
も
、
風
は
如
何
に
世
に
荒
む
も
、

伊
藤
家
の
礎
は
長
へ
に
動
き
な
く
、
我
主
従
の
和
は
永
久
に
弛
む
処
な
か
る
べ

き
な
り

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
け
て
初
代
が
記
し
た
「
訓
諭
五
則
」
を
「
遺
訓
五
則
」
と
称

し
て
掲
げ
る
が
、そ
の
第
五
則
を
修
正
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
修
正
字
句
に
つ
い
て
は
、

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号
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別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（
５
）。

　

右
の
「
店
法
改
定
趣
意
」
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
十
六
年
に
店
法
則
を
制
定
し

て
以
来
一
五
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
「
時
勢
の
変
遷
、
業
務
の
拡
大
、
店
員
の
増

加
」
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
最
早
以
前
の
店
法
規
定
で
は
経
営
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
っ
た
た
め
改
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
店
法
改
定
は

「
重
役
の
諮
詢
を
経
て
」
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
素
案
を
誰
が
執
筆
し
、

ど
の
よ
う
に
推
敲
さ
れ
て
清
書
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
と
は

い
え
、
店
法
の
奥
に
連
署
し
て
い
る
人
名
は
忠
兵
衛
・
忠
三
・
竹
之
助
以
外
に
総
支

配
人
・
田
中
良
三
、
本
店
支
配
人
・
楡
喜
三
、
輸
出
店
支
配
人
・
田
中
清
吉
、
京
店

支
配
人
・
重
森
久
兵
衛
、
西
店
支
配
人
・
川
端
与
惣
吉
、
糸
店
支
配
人
・
村
岸
休
五

郎
、
本
店
副
支
配
人
・
古
川
鉄
次
郎
、
糸
店
副
支
配
人
・
小
菅
宇
七
、
重
役
・
辻
彦

三
、
同
（
重
役
）・
筒
井
喜
三
郎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
上
級
店
員
の
合
議

と
推
敲
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
伊
藤
家
に
残
さ
れ
た
店
法
と
丸
紅
に
伝
来
し
た
も
の
と
で
は
一
部
の
文
字

が
異
な
っ
て
い
る
が
、
条
文
に
相
違
は
な
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
冊
子
も
蓋
に
「
掟
」

と
記
さ
れ
た
桐
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
ど
ち
ら
も
特
別
な
も
の

だ
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
伊
藤
家
に
残
さ
れ
た
蓋
書
に
は
「
掟　

伊
藤

本
部　

本
家
蔵
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
「
本
家
」
保
管
の
も
の
、
丸
紅
伝
来
の
も
の

は
伊
藤
本
店
内
に
設
置
さ
れ
た
「
本
部
」
保
管
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
だ

ろ
う
。
伊
藤
本
店
の
所
在
地
に
は
、
後
に
伊
藤
忠
合
名
会
社
本
社
が
新
築
さ
れ
、
伊

藤
忠
商
店
本
社
、
丸
紅
商
店
本
店
な
ど
が
用
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
保
管
さ

れ
た
史
資
料
が
現
在
の
丸
紅
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
店
法
が
制
定
さ
れ
た
同
日
に
は
、「
別
家
規
定
」
も

作
成
さ
れ
て
い
る
。
別
稿
で
も
別
家
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
そ
の
際
に
は
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
一
月
制
定
の
「
伊
藤
忠
合
名
会
社
店
法
」
に
あ
る
「
別
家
規
定
」
に

依
拠
し
て
説
明
を
し
た（
６
）。

し
か
し
、
本
部
制
導
入
に
際
し
て
制
定
さ
れ
た
「
伊
藤
家

店
法
」
に
も
「
別
家
規
定
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
別
家
の
創
設
は
伊
藤
家
（
本
家
）

が
許
可
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
第
二
条
に
「
別
家
格
ト
本
家
ト
ノ
関
係
ハ
特
ニ
本

末
ノ
礼
節
ヲ
重
ン
ジ
、
親
子
相
愛
ノ
情
ヲ
以
テ
常
ニ
相
倚
リ
相
助
ケ
、
終
始
其
情
誼

ヲ
全
フ
ス
ル
コ
ト
ニ
勉
ム
ベ
シ
」
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、「
本
末
」「
親
子
」
的

関
係
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

別
の
機
会
に
「
別
家
規
定
」
も
翻
刻
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
部
制
導
入
時
に
お

い
て
理
事
を
別
家
と
し
、
理
事
補
を
別
家
格
と
す
る
こ
と
、
理
事
補
は
一
等
商
務
役

ま
た
は
一
等
書
記
中
か
ら
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
は
、
合
名
会
社
店
法
の
規
定
と
同
様
で

あ
る
。
む
し
ろ
別
家
に
関
わ
っ
て
重
要
な
点
は
、
本
部
制
が
導
入
さ
れ
た
際
に
別
家

と
別
家
格
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
七
月
の
「
別
家
規
定
」
は

第
一
条
か
ら
第
八
条
が
別
家
格
に
関
わ
る
規
定
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
正
四

年
一
月
の
合
名
会
社
発
足
時
の
「
別
家
規
定
」
は
「
別
家
及
別
家
格
」
と
並
記
し
た

条
文
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
『
伊
藤
忠

兵
衛
翁
回
想
録
』
は
、「
従
来　

ア
ッ
タ　

別
家
ト　

称
ス
ル　

店
ノ　

首
脳
者
ガ

　

ア
マ
リ
フ
エ
ル　

コ
ト
ヲ　

制
限
ス
ル　

必
要
上
、　

別
家
ト　

別
家
格
ヲ　

オ

キ　

２
段
構
エ
ニ　

シ
タ
」（
一
九
三
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
、
続
け
て
「
別

家
ニ
ワ　

定
紋
ツ
キ
ノ　

羽
二
重
ヲ　

ア
タ
エ
、
別
家
格
ニ
ワ　

紬
ニ　

シ
テ
、
公

式
ノ
場
合
ワ　

伊
藤
ノ　

紋
ド
コ
ロ　

カ
タ
バ
ミ
モ　

ツ
ケ
ル　

コ
ト
ヲ　

ユ
ル
シ

タ
」と
回
想
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、本
部
制
導
入
の
際
に
意
図
さ
れ
た
こ
と
は
、「
別

家
格
」
店
員
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
店
員
の
職
位
（
役
務
）
や

別
家
格
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
六
年
の
「
伊
藤
本
店
々
法
則
」
で
も
触
れ
て
い
る

が
、
ど
の
職
位
で
別
家
格
・
別
家
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
は
な
か
っ

伊
藤
忠
兵
衛
家
の
本
部
制
度
と
事
務
章
程

七
五



た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
の
店
員
の
増
加
も
あ
っ
て
、
こ
の
点
の
改
定
が
必
要
と
考

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、「
別
家
規
定
」
第
五
条
で
は
「
別
家
格
ニ
編
入
ノ
節
、
本
家
定
紋
付
羽
織

一
着
及
道
具
類
」
が
贈
与
さ
れ
る
と
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
別
家
へ
の
下
賜
物
は
制

定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
羽
二
重
・
紬
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
こ
と
も
明
示
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
忠
兵
衛
は
、
従
来
の
別
家
へ
の
下
賜
物
を
所
与

の
こ
と
と
し
て
回
想
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
本
部
制
の
導
入
に
と
も
な
う
店
法
の
制
定
は
、
二
代
忠
兵
衛

が
店
の
営
業
に
関
す
る
実
務
経
験
を
積
み
す
で
に
成
人
に
達
し
て
い
た
こ
と
や
、
竹

之
助
が
伊
藤
家
同
族
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
実
施
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
初
代
忠
兵
衛
に
仕
え
事
業
経
営
に
直
接
携
わ
っ
て
き

た
古
参
の
店
員
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
入
店
し
た
者
で
あ

り
、
旧
来
の
経
験
や
体
験
を
重
視
し
行
動
基
準
と
す
る
規
範
意
識
を
持
っ
て
い
た
の

に
対
し
、
県
立
商
業
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
二
代
忠
兵
衛
や
竹
之
助
ら
は
近
代
的
な

教
育
を
受
け
て
お
り
、
価
値
基
準
や
行
動
規
範
は
少
な
か
ら
ず
異
な
っ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。『
回
想
録
』
で
は
「
旧
弊
打
破
ニ
着
手
」
と
小
見
出
し
の
あ
る
文

章
が
あ
る
（
一
四
二
～
一
四
三
頁
）
が
、
そ
こ
で
は
伊
藤
忠
兵
衛
本
部
を
設
立
し
て

二
代
目
が
変
え
よ
う
と
し
た
こ
と
の
い
く
つ
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、

①
火
災
保
険
の
採
用
、
②
社
宅
・
寮
の
設
立
、
③
店
員
配
当
金
の
配
分
率
の
変
更
な

ど
に
つ
い
て
首
脳
店
員
達
と
協
議
を
し
た
が
、
支
配
人
達
に
反
対
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

古
参
店
員
に
と
っ
て
保
険
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
借
金
を
す
る
と
い
う
こ
と

と
同
義
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
忠
兵
衛
が
押
し
切
っ
て

採
用
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
妻
帯
者
は
郷
里
に
自
宅
を
持

ち
常
に
は
店
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
店
員
の
た
め
に
近
郊
に
社
宅

を
建
て
て
通
勤
さ
せ
る
と
と
も
に
、
家
族
が
郷
里
を
動
け
な
い
人
は
交
代
で
店
に

泊
ま
ら
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
小
僧
階
級
」
を
終
え
た
者
は
寮

に
住
ま
わ
せ
、
そ
こ
か
ら
通
勤
さ
せ
る
べ
く
提
議
し
た
が
、
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
近
代
的
な
保
険
制
度
の
重
要
性
や
、
従
来
の
職
住
が
一
致
し
た
勤
務
体

制
の
あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
な
ど
は
、
古
参
の
首
脳
店
員
に
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

③
の
配
当
金
に
関
し
て
も
提
議
を
し
た
が
、
こ
れ
に
も
抵
抗
が
あ
っ
た
。
本
部
制

の
導
入
に
し
た
が
い
各
店
の
利
益
を
合
一
し
た
た
め
、
従
来
の
利
益
三
分
主
義
に
基

づ
く
配
当
で
は
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
主
人
側
が
一
切
の
配

当
金
・
俸
給
を
辞
退
し
て
、
そ
れ
を
利
益
が
上
が
ら
な
か
っ
た
店
の
店
員
配
当
金
に

充
当
さ
せ
る
こ
と
を
提
議
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
配
当
金
が
多
す
ぎ
る
か
ら
純
益
金
の

二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
額
し
て
欲
し
い
と
店
員
側
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の

件
は
押
し
問
答
の
末
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
資
本
利
子
金
と
し

て
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
支
払
わ
せ
る
こ
と
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
資
本
利
子
金
に
関
し
て
は
、「
伊
藤
家
店
法
」
第
五
二
条
に
「
資

本
利
子
ハ
年
五
朱
ト
定
ム　

但
利
率
ハ
当
時
ノ
金
融
状
態
ヲ
斟
酌
シ
テ
変
更
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
面
的
に
廃
止
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

右
に
述
べ
た
よ
う
な
本
部
制
へ
の
組
織
変
更
に
と
も
な
い
改
め
ら
れ
た
事
柄
は
他

に
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
会
計
に
お
け
る
日
報
の
義
務
化
や
半
期
ご
と
の
経
費

予
算
見
積
書
の
提
出
を
各
店
に
指
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
別
の
機

会
に
史
料
を
掲
示
し
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
が
、
明
治
二
十
六
年
の
本
店
店
法
則
で

は
店
卸
勘
定
・
考
課
状
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
る
が
、
予
算
に
は
触
れ
て
い

な
い
こ
と
や
、各
店
の
日
報
提
出
な
ど
は
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号
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明
ら
か
に
本
部
制
の
導
入
は
経
営
の
合
理
化
や
効
率
化
を
意
図
し
て
い
た
と
判
断
で

き
る
。
現
在
、「
伊
藤
忠
兵
衛
家
文
書
」
に
は
膨
大
な
日
報
類
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
右
の
「
伊
藤
家
店
法
」
第
四
三
条
の
「
各
店
ハ
左
ノ
書
類
ヲ
作
成
シ
本
部
ヘ

日
報
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
い
う
規
定
が
守
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で

提
出
す
べ
き
書
類
（
情
報
）
は
、
貸
借
対
照
表
、
売
上
高
、
仕
入
高
、
現
金
売
上
・

売
掛
代
金
収
入
高
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、店
員
の
給
与
に
関
し
て
は
年
俸
制
か
ら
月
給
制
へ
と
制
度
が
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
そ
れ
ま
で
の
伊
藤
家
独
自
の
出
世
店
員
制
度
は
廃
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、「
伊
藤
家
店
法
」
第
六
〇
条
に
「
俸
給
及
手
当
ハ
会
計
年

度
ノ
終
ニ
於
テ
支
給
ス
」、
第
六
三
条
に
は
「
俸
給
及
手
当
ハ
本
部
ニ
於
テ
之
ヲ
保

管
シ
、
必
要
ノ
ト
キ
ハ
支
配
人
若
ク
ハ
重
役
ノ
許
諾
ヲ
得
テ
引
出
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と

あ
り
、
毎
月
店
員
本
人
に
現
金
支
給
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
会
計
年
度
の
終
わ
り
、

す
な
わ
ち
十
二
月
二
十
日
に
合
算
し
て
支
給
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
総

利
益
の
う
ち
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
店
員
配
当
積
立
金
と
し
て
配
分
さ
れ
た
が
、
こ
ち

ら
の
方
は
以
前
と
同
様
に
店
内
積
立
が
維
持
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
部
設
立
と
同
時
に
本
店
輸
出
部
を
輸
出
店
と
し
て
独
立
さ
せ
、
前
年

に
開
設
し
て
い
た
上
海
出
張
所
・
京
城
出
張
所
も
管
掌
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
年
以
降
、
高
等
商
業
学
校
卒
業
以
上
の
学
卒
者
を
採
用
し
、
そ
の
大
半

を
輸
出
店
に
配
属
し
て
本
格
的
に
外
国
貿
易
を
展
開
す
る
体
制
を
整
備
さ
せ
た
。
こ

れ
も
ま
た
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
勝
利
に
と
も
な
う
植
民
地
市
場
へ
の
本
格
的
な
進

出
を
志
向
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
本
家
の
長
兵
衛
家
に
お
い
て
も
、
同
家
独

自
の
事
業
と
し
て
、
韓
国
全
羅
北
道
全
州
郡
参
礼
を
中
心
と
す
る
地
域
で
農
場
経
営

に
進
出
し
た
の
も
、
同
じ
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
７
）。

二
　
本
部
事
務
章
程

　

二
代
忠
兵
衛
は
、
本
部
制
を
導
入
し
て
事
業
経
営
の
組
織
を
変
更
し
、
経
営
が
思

わ
し
く
な
か
っ
た
上
海
店
を
閉
店
す
べ
く
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
に
現
地
へ
渡
っ

た
。
当
初
は
、
こ
の
足
で
欧
米
へ
渡
航
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
上
海
店

の
店
員
が
閉
店
に
強
く
反
対
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
店
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
そ

の
説
明
の
た
め
に
い
っ
た
ん
帰
国
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
年
四
月
に
家
族
や
幹
部
店
員
の
反
対
を
押
し
切
り
年
来
の
宿
志
を
実

行
す
べ
く
、
横
浜
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
経
由
で
イ
ギ
リ
ス
へ

と
一
年
半
に
わ
た
る
視
察
と
留
学
の
旅
に
出
た
。
こ
の
間
、
伊
藤
家
の
事
業
経
営
は

忠
三
・
竹
之
助
を
中
心
と
し
て
各
店
の
支
配
人
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は

い
え
、
忠
兵
衛
は
米
英
滞
在
時
に
ま
っ
た
く
経
営
に
関
与
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
伊
藤
本
部
と
の
間
で
手
紙
の
遣
り
取
り
を
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
旅
先
か
ら
自
ら
の
近
況
報
告
や
事
業
経
営
に
関
す
る
指
示
な
ど
も
し
て
い
る（
８
）。

実
際
の
と
こ
ろ
、
伊
藤
本
部
は
各
店
か
ら
の
日
報
を
も
と
に
「
本
部
旬
報
」
を
刊
行

す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
第
一
号
は
明
治
四
十
二
年
九
月
十
日
付
け
で
あ
っ
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
「
本
部
旬
報
」
や
会
計
書
類
な
ど
は
忠
兵
衛
の
元
へ
送
ら
れ
た
と
推

測
し
て
い
る
が
、
彼
は
当
主
と
し
て
異
国
に
お
い
て
も
事
業
の
実
況
を
掌
握
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る（
９
）。

　

ま
た
、
同
年
七
月
か
ら
豊
郷
村
八
目
の
本
家
に
お
い
て
は
「
本
家
日
誌
」
が
書
き

始
め
ら
れ
、
本
家
へ
の
来
客
者
な
ど
の
情
報
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ

も
、
当
主
が
不
在
で
あ
る
と
し
て
も
そ
の
間
の
情
報
を
記
録
し
て
後
日
に
備
え
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
本
部
制
の
導
入
と
直
後
の

二
代
忠
兵
衛
の
米
英
渡
航
は
、
そ
れ
ま
で
は
各
店
限
り
で
持
っ
て
い
た
事
業
経
営
の

情
報
を
全
店
員
が
共
有
し
、
相
互
に
追
検
証
を
行
え
る
体
制
を
作
り
上
げ
る
契
機
に

伊
藤
忠
兵
衛
家
の
本
部
制
度
と
事
務
章
程
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七



な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
本
部
制
の
導
入
に
と
も
な
い
総
支
配
人
に
は
田
中
良
三
が
就

任
し
、
そ
の
元
に
人
事
・
文
書
を
担
当
す
る
井
上
富
三
と
経
理
・
庶
務
を
担
当
す
る

矢
部
豊
次
が
配
属
さ
れ
た
。
井
上
富
三
は
こ
の
後
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
高
等
商

業
学
校
卒
業
生
と
し
て
は
最
初
の
人
物
で
あ
り
、
本
部
に
配
属
さ
れ
た
こ
と
を
見
て

も
、
店
員
を
中
等
・
高
等
教
育
機
関
の
卒
業
生
に
替
え
て
行
く
画
期
と
も
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
忠
兵
衛
は
本
店
・
西
店
、
忠
三
は
京
店
、
竹
之
助
は
糸
店
・
輸
出
店

を
主
管
し
、
近
代
的
な
経
営
を
実
現
す
る
一
歩
を
踏
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
伊
藤
本
部
が
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
業
務
を
担
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、「
本
部
旬
報
」
第
一
号
（
明
治
四
十
二
年
九
月
十
日
）
に
次
の
「
本
部
事
務
章
程
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

史
料
①

　
　
　
　
　

本
部
事
務
章
程

　
　

第
一
条　

本
部
は
店
法
第
一
章
第
二
条
に
拠
り
各
店
事
業
の
全
般
を
統
轄
す

　
　

第
二
条　

本
部
は
監
事
を
以
て
組
織
し
、
監
事
長
は
主
人
之
に
当
り
、
総
支
配

　
　
　
　
　
　

人
を
以
て
専
務
監
事
に
任
ず

　
　

第
三
条　

本
部
事
務
は
監
事
の
合
議
を
経
て
専
務
監
事
之
を
執
行
す

　
　

第
四
条　

監
事
会
は
毎
月
二
回
、
七
日
廿
四
日
に
専
務
監
事
之
を
召
集
す
、
監

　
　
　
　
　
　

事
会
の
議
長
は
監
事
長
を
以
て
之
に
充
つ

　
　

第
五
条　

左
の
事
項
は
監
事
全
員
の
同
意
を
得
る
に
あ
ら
ざ
れ
バ
之
を
行
ふ
こ

　
　
　
　
　
　

と
を
得
ず

　
　
　
　
　
　
　

一
、
営
業
以
外
の
金
銭
貸
借

　
　
　
　
　
　
　

二
、
手
形
の
裏
書
及
保
証

　
　
　
　
　
　
　

三
、
人
事
の
保
証

　
　
　
　
　
　
　

四
、
不
動
産
及
有
価
証
券
の
売
買

　
　
　
　
　
　
　

五
、
投
機
に
渉
る
行
為

　
　

第
六
条　

各
店
に
於
て
支
配
人
の
欠
位
あ
り
た
る
と
き
、
又
は
事
業
創
設
の
場

　
　
　
　
　
　

合
、
其
他
営
業
の
状
態
に
よ
り
監
事
を
し
て
常
勤
管
理
せ
し
む
る
こ

　
　
　
　
　
　

と
あ
る
べ
し

　
　

第
七
条　

店
法
第
二
章
第
十
九
条
に
依
り
、
各
係
の
任
務
を
左
の
如
く
定
む

  　
　
　
　
　
　

本
家
係

        　
　

   　
　

 

一
、
本
家
所
有
（
本
家
所
有
地
を
除
く
）
の
地
所
家
屋
の
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
有
価
証
券
に
関
す
る
一
切
の
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
本
家
に
係
る
社
交
の
応
酬

　
　
　
　
　
　
　

監
査
係

    　
　

        　
　

一
、
各
店
営
業
状
態
の
監
査

        　
　

    　
　

二
、
企
業
に
関
す
る
調
査

            　
　
　
　

三
、
仕
入
販
売
方
面
の
実
地
踏
査

　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
帳
簿
の
検
閲

           　
　

 　
　

五
、
各
店
経
費
に
関
す
る
監
査

　
　
　
　
　
　
　

会
計
係

    　
　

        　
　

一
、
出
納
事
務

        　
　

    　
　

二
、
計
算
事
務

   　
　

         　
　

三
、
各
店
会
計
統
轄
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
諸
証
券
の
保
管

　
　
　
　
　
　
　

文
書
係

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

七
八



   　
　

         　
　

一
、
文
書
の
往
復
保
存
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
統
計
日
誌
記
録
に
関
す
る
一
切
の
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
本
部
旬
報
発
行
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　

庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
用
度
事
務

            　
　
　
　
　

イ
、
土
木
建
築
に
関
す
る
事
務

            　
　
　
　
　

ロ
、
要
需
品
の
購
入
、
器
物
の
保
存
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
公
用
事
務

    　
　

         　
　
　

イ
、
諸
官
衙
并
に
公
共
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　

人
事
係

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
雇
入
及
解
雇
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
等
級
の
陞
降
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
勤
惰
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
功
過
表
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
慶
吊
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
店
員
教
育
に
関
す
る
事
務

　
　

第
八
条　

監
査
の
為
め
東
京
支
店
は
毎
月
一
回
、
京
都
支
店
は
毎
月
二
回
出
張

　
　
　
　
　
　

す
る
も
の
と
す

　
　

第
九
条　

各
店
帳
簿
の
検
閲
は
毎
月
一
回
必
ず
之
を
行
ふ
も
の
と
す

　
　

第
十
条　

企
業
に
関
し
調
査
の
必
要
あ
る
と
き
は
、
当
該
係
よ
り
便
宜
上
店
員

　
　
　
　
　
　

を
し
て
其
材
料
の
取
調
を
為
さ
し
む
る
こ
と
あ
る
べ
し

　
　

第
十
一
条　

各
店
の
教
育
の
（
マ
マ
）統

轄
し
、
其
普
及
に
努
む
る
事

　
　

第
十
二
条　

店
法
第
三
章
第
三
十
条
に
よ
り
重
役
会
を
開
会
す
る
と
き
は
、
其

　
　
　
　
　
　
　

報
告
書
類
議
案
等
予
め
総
支
配
人
之
を
作
成
し
、
其
開
会
前
監
事

　
　
　
　
　
　
　

会
の
議
事
に
付
す
べ
し

　
　

第
十
三
条　

毎
月
一
回
各
店
重
役
茶
話
会
を
開
催
し
、
其
話
題
は
総
支
配
人
ノ

　
　
　
　
　
　
　

選
定
并
に
各
重
役
の
提
出
に
依
る

　
　

第
十
四
条　

総
支
配
人
は
各
店
主
任
を
召
集
し
懇
話
会
を
開
催
す
る
こ
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

べ
し

　
　

第
十
五
条　

監
事
は
各
店
例
会
へ
は
差
支
な
き
限
り
出
席
す
る
こ
と
を
要
す

　
　

第
十
六
条　

執
務
時
間
を
左
の
如
く
定
む

　
　
　
　
　
　
　
　

自
午
前
八
時

　
　
　
　
　
　
　
　

至
午
後
六
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
、
日
の
長
短
、
事
務
の
繁
閑
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
を
得

　
　

第
十
七
条　

総
支
配
人
の
応
接
時
間
は
正
午
十
二
時
迄
と
す

　
　

第
十
八
条　

出
勤
し
た
る
と
き
は
直
ち
に
出
勤
簿
に
捺
印
す
る
こ
と
を
要
す

　
　

第
十
九
条　

監
事
及
事
務
員
に
し
て
病
気
若
く
は
事
故
の
為
欠
勤
せ
ん
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

と
き
は
、
其
旨
直
ち
に
届
出
べ
し

　
　

第
二
十
条　

事
務
員
は
総
て
本
店
の
監
督
を
受
く
る
も
の
と
す

　
　

第
二
十
一
条　

本
部
の
印
章
及
重
要
な
る
鎖
鑰
は
総
支
配
人
之
を
管
守
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　
　
　
　

伊
藤
忠
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事　
　
　
　
　
　

伊
藤
竹
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
務
監
事
・
総
支
配
人　

田
中
良
三

　
　
　
　
　
　

　

右
の
第
一
条
に
あ
る
「
店
法
第
一
章
第
二
条
」
の
規
定
と
は
、「
第
一
章　

総
則
」

の
「
第
二
条　

本
部
ハ
各
店
事
業
ノ
全
般
ヲ
統
轄
ス
」
と
す
る
条
文
で
あ
る
。
第
七

条
の
「
店
法
第
二
章
第
十
九
条
」
と
は
、「
第
二
章　

本
部
」
の
「
第
十
九
条　

本

部
ニ
左
ノ
諸
課
ヲ
置
ク　

諸
課
ノ
任
務
ニ
関
シ
テ
ハ
本
部
事
務
章
程
ヲ
以
テ
之
ヲ
規

伊
藤
忠
兵
衛
家
の
本
部
制
度
と
事
務
章
程
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定
ス　

一
本
家
課　

二
監
査
課　

三
会
計
課　

四
文
書
課　

五
庶
務
課　

六
人
事

課
」（
原
文
八
行
）
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
二
条
に
あ
る
「
店
法
第
三
章
第

三
十
条
」
と
は
、「
第
三
章　

等
級
」
の
「
第
三
十
条　

本
部
ハ
必
要
ニ
応
ジ
左
ノ

方
法
ニ
拠
リ
重
役
会
ヲ
開
催
ス
」
と
し
、
続
け
て
示
さ
れ
た
七
項
の
重
役
会
開
催
に

か
か
る
規
定
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
七
項
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一　

重
役
会
ハ
重
役
ヲ
以
テ
組
織
シ
、
営
業
上
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
審
議
シ
、
可

　
　

否
得
失
ヲ
究
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

一　

重
役
会
ハ
毎
決
算
後
、
各
店
ノ
重
役
ヲ
召
集
ス

　
　

臨
時
開
会
又
ハ
其
集
合
人
員
ハ
本
部
ノ
便
宜
ニ
依
ル

一　

重
役
会
ハ
総
支
配
人
ヲ
座
長
ト
シ
、
整
理
ノ
任
ニ
充
ツ

　
　
　

但
、
総
支
配
人
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
本
部
員
之
ガ
代
理
ヲ
ナ
ス

一　

重
役
会
ノ
議
案
ハ
本
部
ノ
諮
問
又
ハ
重
役
ノ
提
出
ニ
依
ル

一　

各
店
支
配
人
ハ
重
役
会
列
席
ノ
際
、
前
期
営
業
ノ
経
過
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト

　
　

ヲ
要
ス

一　

本
部
ハ
重
役
会
ニ
於
テ
前
期
ノ
総
営
業
成
蹟
ヲ
報
告
ス

一　

重
役
会
ハ
各
当
事
者
ヲ
召
喚
シ
、
其
意
見
ヲ
諮
詢
シ
若
ク
ハ
説
明
セ
シ
ム

　
　

ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

　
　

　

と
こ
ろ
が
、
右
の
「
本
部
事
務
章
程
」
は
、
翌
年
に
改
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
改

定
さ
れ
た
規
定
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（「
本
部
旬
報
」
第
三
四
号
、
明
治
四
十
三

年
八
月
十
日
）

　

史
料
②

 　
　
　
　
　
　
　

本
部
事
務
章
程

　
　

第
一
条　

本
部
ハ
店
法
第
一
章
第
二
条
ニ
拠
リ
各
店
事
業
ノ
全
般
ヲ
統
轄
ス

　
　

第
二
条　

本
部
ハ
監
事
ヲ
以
テ
組
織
シ
、
主
人
ヲ
以
テ
監
事
長
ト
ス

　
　

第
三
条　

監
事
長
ハ
監
事
ノ
首
位
ニ
シ
テ
、
監
事
会
ノ
決
議
ヲ
実
行
シ
事
務
ヲ

　
　
　
　
　
　

統
轄
ス

　
　

第
四
条　

監
事
会
ハ
毎
月
二
回
、
七
日
二
十
四
日
監
事
長
之
ヲ
召
集
ス

　
　

第
五
条　

監
事
会
ハ
監
事
会
（
マ
マ
）ヲ

以
テ
会
長
ト
ス
、
監
事
長
差
支
ア
ル
ト
キ
ハ
監

　
　
　
　
　
　

事
之
ニ
代
ハ
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　

第
六
条　

左
ノ
事
項
ハ
監
事
全
員
ノ
同
意
ア
ル
ニ
非
サ
レ
バ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ

　
　
　
　
　
　

得
ズ

　
　
　
　
　
　
　

一
、
営
業
以
外
金
銭
ノ
貸
借

　
　
　
　
　
　
　

二
、
手
形
ノ
裏
書
及
保
証

　
　
　
　
　
　
　

三
、
人
事
ノ
保
証

　
　
　
　
　
　
　

四
、
不
動
産
及
有
価
証
券
ノ
売
買

　
　
　
　
　
　
　

五
、
投
機
ニ
渉
ル
行
為

　
　

第
七
条　

各
店
ニ
於
テ
支
配
人
ノ
欠
位
ア
リ
タ
ル
ト
キ
、
又
ハ
事
業
創
設
ノ
場

　
　
　
　
　
　

合
、
其
他
営
業
ノ
状
態
ニ
ヨ
リ
監
事
ヲ
シ
テ
常
勤
監
理
セ
シ
ム
ル
コ

　
　
　
　
　
　

ト
ア
ル
ベ
シ

　
　

第
八
条　

各
監
事
ハ
分
担
シ
テ
各
店
ノ
事
務
ヲ
監
督
シ
、
其
責
ニ
任
ズ
、
監
事

　
　
　
　
　
　

ハ
各
分
担
シ
テ
各
店
帳
簿
ノ
検
閲
、
其
他
ノ
監
査
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
九
条　

本
部
ニ
秘
書
一
名
ヲ
置
ク

　
　
　
　
　
　

秘
書
ハ
監
事
長
ヲ
補
佐
シ
、
本
部
事
務
ノ
進
捗
整
理
ニ
任
ズ
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　

ト
ス

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

八
〇



　
　

第
十
条　

店
法
第
二
章
第
十
九
条
ニ
拠
リ
、
各
係
ノ
任
務
ヲ
左
ノ
如
ク
定
ム

  　
　
　
　
　
　

本
家
係

        　
　

    　
　

一
、
本
家
所
有
（
本
家
所
在
地
ヲ
除
ク
）
ノ
地
所
家
屋
ノ
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
有
価
証
券
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
本
家
ニ
係
ル
社
交
ノ
応
酬

　
　
　
　
　
　
　

監
査
係

      　
　

   　
　

   

（
一
）
監
査
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
、
各
店
営
業
ノ
監
督

            　
　
　
　
　

ロ
、
帳
簿
ノ
検
閲

 　
　

           　
　
　

ハ
、
各
店
経
費
ニ
関
ス
ル
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
調
査
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
、
仕
入
・
販
売
方
面
ノ
実
地
踏
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
、
企
業
ニ
関
ス
ル
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
、
商
業
上
・
経
済
上
・
其
他
あ
ら
ゆ
る
調
査

　
　
　
　
　
　
　

会
計
係

        　
　

    　
　

一
、
出
納
事
務

            　
　
　
　

二
、
計
算
事
務

　
　

            　
　

三
、
各
店
会
計
統
轄
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
諸
証
券
ノ
保
管

　
　
　
　
　
　
　

文
書
係

      　
　

      　
　

一
、
文
書
ノ
往
復
、
保
管
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
統
計
・
日
誌
・
記
録
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
本
部
旬
報
発
行
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　

庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
用
度
事
務

          　
　

  　
　
　

イ
、
不
動
産
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
、
土
木
建
築
ニ
関
ス
ル
事
務

  　
　

          　
　
　

ハ
、
需
要
品
ノ
購
入
、
器
物
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
公
用
事
務

          　
　

  　
　
　

イ
、
諸
官
衙
并
ビ
ニ
公
共
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　

人
事
係

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
雇
入
及
解
雇
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
等
級
ノ
陞
降
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
勤
惰
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
功
過
表
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
慶
吊
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
店
員
教
育
ニ
関
ス
ル
事
務

　
　

第
十
一
条　

第
八
条
第
二
項
ニ
ヨ
ル
各
店
ノ
監
査
ハ
毎
月
二
十
日
ヨ
リ
二
十
五

　
　
　
　
　
　
　

日
迄
ニ
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス　

　
　

第
十
二
条　

企
業
ニ
関
ス
ル
調
査
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
、
当
該
係
ヨ
リ
便
宜
上

　
　
　
　
　
　
　

店
員
ヲ
シ
テ
其
材
料
ノ
取
調
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ　

　
　

第
十
三
条　

各
店
ノ
教
育
ヲ
統
轄
シ
、
其
普
及
ニ
努
ム
ル
コ
ト

　
　

第
十
四
条　

店
法
第
五（
三
）章
第
三
十
条
ニ
ヨ
リ
重
役
会
ヲ
開
会
ス
ル
ト
キ
ハ
、
其

　
　
　
　
　
　
　

報
告
書
類
議
案
等
予
メ
総
支
配
人
之
ヲ
作
成
シ
、
其
開
会
前
監
事

　
　
　
　
　
　
　

会
ノ
議
事
ニ
附
ス
ベ
シ

　
　

第
十
五
条　

毎
月
一
回
便
宜
ノ
場
所
ニ
於
テ
各
店
重
役
懇
話
会
ヲ
開
催
ス
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　

ノ
ト
ス

　
　

第
十
六
条　

必
要
ア
ル
場
合
ハ
各
店
主
任
ヲ
召
集
シ
茶
話
会
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト

伊
藤
忠
兵
衛
家
の
本
部
制
度
と
事
務
章
程
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ア
ル
ベ
シ

　
　

第
十
七
条　

監
事
長
ハ
本
部
事
務
員
ヲ
召
集
シ
、
毎
月
一
回
茶
話
会
ヲ
開
催
ス

　
　
　
　
　
　
　

ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
十
八
条　

監
事
ハ
当
該
監
理
ノ
店
ノ
例
会
ニ
ハ
必
ズ
出
席
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　
　
　
　
　

其
他
ノ
監
事
ハ
差
支
ナ
キ
限
リ
之
ニ
出
席
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
十
九
条　

執
務
時
間
ヲ
左
ノ
如
ク
定
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

自
午
前
八
時

　
　
　
　
　
　
　
　

至
午
後
六
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
、
日
ノ
長
短
、
事
務
ノ
繁
閑
ニ
ヨ
リ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

得

　
　

第
二
十
条　

監
事
及
事
務
員
ニ
シ
テ
病
気
若
ク
ハ
事
故
ノ
為
メ
欠
勤
セ
ン
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　

ル
ト
キ
ハ
、
其
旨
直
チ
ニ
届
出
ヅ
ベ
シ

　
　

第
二
十
一
条　

事
務
員
ハ
総
テ
本
店
ノ
監
督
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
二
十
二
条　

本
部
ノ
印
章
及
重
要
ナ
ル
鎖
鑰
ハ
監
事
長
之
ヲ
管
守
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事
長　
　

伊
藤
忠
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事　
　
　

伊
藤
竹
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事
・
総
支
配
人　

田
中
良
三

　
　
　
　
　
　

　

史
料
②
の
う
ち
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
条
文
が
、
史
料
①
と
照
合
す
る
と
加
筆
・
修

正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
変
更
さ
れ
た
一
点
は
、
監
事
長
に
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。

監
事
長
は
監
事
会
の
会
長
と
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
だ
と
し
て
も
、「
主
人
」
が
就
任

す
る
と
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
連
署
者
で
監
事
長
の
肩
書
き
な
の
は
伊
藤
忠
三
で

あ
っ
て
忠
兵
衛
で
は
な
い
。「
伊
藤
家
店
法
」
の
規
定
で
は
「
主
人
」
の
肩
書
き
は

伊
藤
忠
兵
衛
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、伊
藤
忠
三
・
伊
藤
竹
之
助
に
は
肩
書
き
は
な
く
、

竹
之
助
の
次
に
は
「
総
支
配
人　

田
中
良
三
」
が
署
名
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
忠
兵
衛
が
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
い
る
時
期
で
あ
り
、「
主
人
」

を
義
兄
の
忠
三
が
代
行
し
て
い
る
状
態
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
第
五
条
の
規
定
に
基

づ
け
ば
、
忠
三
は
「
監
事
」
も
し
く
は
「
監
事
長
代
行
」
と
肩
書
き
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　

も
っ
と
も
、
忠
三
は
京
店
を
主
管
し
、
竹
之
助
は
糸
店
・
輸
出
店
を
主
管
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
店
の
「
主
人
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、明
治
四
十
三
年
九
月
十
八
日
に
本
部
幹
部
会
が
開
催
さ
れ
、「
主
人
家
、

店
員
呼
名
」
が
決
定
さ
れ
、翌
日
各
店
に
通
達
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、「
主
人
家
呼
名
」

に
関
し
て
、
店
員
は
主
人
家
を
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　
（
イ
）
本
家
主
人
精
一
様
を
呼
ぶ
に
「
御
当
主
」
と
す

　
　
（
ロ
）
新
宅
主
人
忠
三
様
を
呼
ぶ
に
「
新
宅
様
」
と
す

　
　
（
ハ
）
新
宅
主
人
竹
之
助
様
を
呼
ぶ
に
「
安
土
町
様
」
と
す

　

す
な
わ
ち
、
本
家
か
新
宅
（
分
家
）
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
主
人
」

で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
た
め
、
特
に
明
記
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
忠
兵
衛
が
洋
行
か
ら
帰
国（

（（
（

す
る
日
が
近
づ
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
店
内
で
の
呼

称
を
確
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
監
事
が
担
う
役
割

も
よ
り
具
体
的
に
明
文
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
懇
話
会
」「
茶
話
会
」
の
開
催
規
定

を
修
正
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
各
係
の
任
務
に
つ
い
て
は
、
監
査
係
が

監
査
部
と
調
査
部
に
分
け
た
業
務
を
行
う
こ
と
、
庶
務
係
の
用
度
事
務
に
不
動
産
に

関
す
る
事
務
が
加
わ
っ
た
こ
と
も
条
文
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
①
が

史
料
②
に
修
正
さ
れ
る
ま
で
に
わ
ず
か
一
年
し
か
な
く
、
ま
た
当
主
が
不
在
の
期
間

に
い
ず
れ
も
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
部
制
の
導
入
に
と
も
な
い
新
し
い
経
営

組
織
の
も
と
で
業
務
を
進
め
る
な
か
で
、
本
部
機
能
を
十
全
に
し
て
行
く
必
要
が

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

八
二



あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
監
査
係
調
査
部
が

「
商
業
上
・
経
済
上
・
其
他
あ
ら
ゆ
る
調
査
」
を
行
う
こ
と
や
庶
務
係
の
用
度
事
務

に
「
不
動
産
ニ
関
ス
ル
事
務
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
調
査
や
不
動
産
が
事
業
経

営
を
進
め
る
上
で
重
要
視
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

点
は
当
時
の
経
営
実
態
を
解
明
す
る
上
で
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う（

（（
（

。

結
び
に
か
え
て

　

上
述
の
よ
う
に
明
治
四
十
一
年
七
月
に
伊
藤
忠
兵
衛
家
の
事
業
経
営
に
お
い
て
本

部
制
が
導
入
さ
れ
、
経
営
組
織
体
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
個
人
商
店

の
再
編
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
家
が
法
人
化
に
踏
み
切
る
の
は
大
正
三
年

（
一
九
一
四 

）
十
二
月
二
十
九
日
に
伊
藤
忠
合
名
会
社
を
設
立
し
た
時
で
あ
る
が
、

翌
年
一
月
一
日
付
け
で
「
伊
藤
忠
合
名
店
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
に
も

「
店
法
趣
意
書
」
が
「
主
人
識
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
強
調
さ
れ
て

い
る
の
は
、
同
族
と
店
員
間
に
お
け
る
「
主
従
の
和
を
久
遠
に
弛
緩
な
か
ら
し
め
ん

こ
と（

（（
（

」
で
あ
っ
た
。

　

二
代
忠
兵
衛
は
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
で
近
代
資
本
主
義
社
会
の
経
済
や
社
会
の
実
情

を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
き
た
。
渡
米
欧
直
前
に
は
本
部
制
を
導
入
し
、
近
代
的
な

経
営
組
織
へ
の
移
行
も
企
図
し
た
。
し
か
し
、
帰
国
後
に
日
本
に
お
け
る
現
今
の
丁

稚
制
度
に
関
わ
っ
て
、
仕
着
せ
や
別
家
制
度
は
「
未
だ
必
ず
し
も
全
然
陋
習
弊
風
と

し
て
捨
つ
べ
き
も
の
で
も
な
い
、
所
謂
給
料
及
び
通
勤
制
度
又
必
ず
し
も
現
代
（
少

く
と
も
現
代
）
と
適
応
し
た
最
善
の
制
度
と
し
て
採
る
べ
き
も
の
で
も
な
い（

（（
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
日
本
は
欧
米
諸
国
と
対
峙
し
て
競
争
し
て
行
け
る
ほ
ど
に

個
人
の
「
精
力
の
功
率
（
黽
勉
力
に
富
む
）
」
と
「
労
銀
の
低
廉
」
に
達
し
て
い
な

い
か
ら
だ
と
す
る
（
一
五
九
・
一
六
〇
頁
）。
こ
の
考
え
の
下
で
、
伊
藤
家
の
事
業
経

営
に
お
け
る
店
員
制
度
や
給
与
制
度
は
、「
吾
が
個
人
的
商
店
の
一
種
の
美
点
と
し

て
誇
る
べ
き
」
も
の
だ
と
語
っ
て
い
る
（
一
六
七
頁
）。

　

右
の
よ
う
な
言
説
か
ら
は
、
本
部
制
の
導
入
や
法
人
化
を
遂
げ
て
も
な
お
、
事

業
経
営
で
重
視
さ
れ
た
の
は
主
家
お
よ
び
同
族
を
中
心
と
し
た
家
族
的
な
関
係
性
で

あ
っ
た
。
合
名
会
社
に
組
織
替
え
し
た
時
で
も
、
依
然
と
し
て
「
店
法
」
と
称
し
て

い
た
こ
と
は
、
こ
の
意
味
で
示
唆
的
で
あ
る
。
伊
藤
家
同
族
に
よ
る
事
業
経
営
の
実

態
を
分
析
す
る
上
で
は
、
こ
の
よ
う
な
主
従
・
家
族
意
識
の
変
容
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
稿
で
論
じ
る
こ

と
と
す
る
。

　

注
（
１
）　

初
代
忠
兵
衛
の
創
業
期
の
経
営
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
創
業
期
に

お
け
る
商
業
活
動
の
一
齣
」（『
同
志
社
商
学
』
五
六
巻
五
・
六
号
、二
〇
〇
五
年
）。
な
お
、

こ
の
論
稿
で
明
治
四
年
か
ら
長
兵
衛
・
忠
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
の
う
ち
二
割
を
相
手

の
た
め
の
「
固
金
」
と
し
て
棚
卸
帳
か
ら
除
い
て
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、「
固
金
」
は
「
因

金
」
の
誤
植
で
あ
り
訂
正
し
て
お
く
。

（
２
）　

伊
藤
忠
兵
衛
翁
回
想
録
編
集
事
務
局
『
伊
藤
忠
兵
衛
翁
回
想
録
』
一
四
一
頁
（
伊
藤
忠

商
事
株
式
会
社
、
一
九
七
四
年
）。
以
下
、『
回
想
録
』
と
略
記
す
る
。

（
３
）　
「
伊
藤
本
店
々
法
則
」
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
二
十
六
年
伊
藤
忠
兵
衛
家

店
法
則
の
制
定
過
程
と
継
承
」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
五
一
号
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
店
法
則
の
全
文
は
、
拙
稿
「
伊
藤
本
店
店

法
則
」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
二
七
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）
に
翻

刻
し
て
い
る
。

（
４
）　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
「
伊
藤
忠
兵
衛
家
文
書
」。「
伊
藤
家
店
法
」
の

伊
藤
忠
兵
衛
家
の
本
部
制
度
と
事
務
章
程

八
三



写
し
は
同
館
保
管
「
丸
紅
株
式
会
社
史
資
料
」
に
も
伝
来
し
て
お
り
、
別
家
規
定
も
書
か

れ
て
い
る
。

（
５
）（
６
）　

前
掲
「
明
治
二
十
六
年
伊
藤
忠
兵
衛
家
店
法
則
の
制
定
過
程
と
継
承
」。

（
７
）　

長
兵
衛
家
に
よ
る
「
朝
鮮
農
場
」
の
経
営
は
、
明
治
四
十
年
十
一
月
に
農
場
が
暴
徒

に
襲
わ
れ
建
物
・
商
品
・
現
金
な
ど
を
失
う
が
、
同
四
十
四
年
に
再
度
参
礼
に
進
出
し
、

第
二
期
の
土
地
買
収
を
実
施
し
て
農
場
経
営
を
本
格
化
す
る
。
第
一
期
～
三
期
の
買
収

で
、
最
終
的
に
は
五
〇
〇
町
歩
の
農
場
と
な
っ
た
。
そ
の
九
割
は
水
田
で
、
小
作
人
は

一
三
〇
〇
名
お
り
、
東
西
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
に

わ
た
っ
て
い
た
（
小
林
宗
十
郎
「
伊
藤
農
場
の
経
営
に
就
て
」、
安
田
孝
七
編
『
伊
藤
長

堂
翁
追
慕
録　

染
香
人　

乾
』
所
収
、
財
団
法
人
芦
屋
仏
教
会
館
刊
、
一
九
四
二
年
）。

（
８
）　

二
代
忠
兵
衛
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
時
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
二
代
伊
藤
忠
兵
衛

（
精
一
）
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
に
か
か
る
『
本
部
旬
報
』
記
事
』（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
ワ
ー

キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
二
〇
三
号
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「
二
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
イ
ギ
リ
ス
滞

在
時
の
通
学
先
に
つ
い
て
」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
四
七
号
、

二
〇
一
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）　
「
本
部
旬
報
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
伊
藤
「
本
部
旬
報
」
に
つ
い
て
」（
滋
賀
大
学
経

済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
四
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。　

（
10
）　
「
本
部
旬
報
」
第
三
八
号
、
明
治
四
十
三
年
九
月
二
十
日
。

（
11
）　

二
代
忠
兵
衛
は
九
月
三
日
に
ロ
ン
ド
ン
を
発
ち
、
十
月
十
八
日
に
神
戸
入
港
上
陸
し
て

い
る
。

（
12
）　

伊
藤
忠
合
名
会
社
が
設
立
さ
れ
た
際
の
「
本
部
事
務
章
程
」
は
、「
伊
藤
忠
合
名
会
社

店
法
附
則
内
規
集
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
本
部
内
の
各
部
・
係
が
取

り
扱
う
事
項
は
、
右
に
掲
げ
た
本
部
制
導
入
時
の
も
の
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
事
業
経
営
の
拡
大
を
反
映
さ
せ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ

う
。　

（
13
）　
「
伊
藤
忠
合
名
会
社
店
法
」（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
「
丸
紅
株
式
会
社

史
資
料
」）。

（
14
）　

丸
山
幹
治
『
丁
稚
制
度
の
研
究
』
一
五
八
頁
（
政
教
社
、一
九
一
二
年
）。
引
用
に
あ
た
っ

て
は
振
り
仮
名
を
省
略
し
た
。

　【
付
記
】

　

本
稿
は
、（
一
財
）
伊
藤
忠
兵
衛
基
金
の
平
成
三
十
年
度
文
化
厚
生
事
業
助
成
金
に
よ
る
成

果
の
一
つ
で
あ
る
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

八
四


